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   平成２６年３月３日（１） 

開議 １０時００分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。只今の出席議員は、１２名であります。 

 それでは、これより平成２６年第１回豊前市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を

開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から今月２５日までの２３日間

といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、会期は２３日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、２番 平田精一議員、

１４番 渡邊一議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、昨年１１月分から本年１月分までの出納例月検査の報告が届いております。

各報告書につきましては、事務局に保管しておりますので、ご了承願います。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から、議案２３件が提出されております。 

これらを一括上程し、議題といたします。 

市長に、提案理由の説明を求めます。 

○市長 後藤元秀君 

 皆さん、おはようございます。それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

 平成２６年第１回定例会提案理由説明書。本日ここに、平成２６年第１回豊前市議会定

例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ご多用のところ、ご臨席を賜り、誠

にありがとうございます。厚くお礼申し上げます。 

 本議会は、平成２６年度の市政運営の基本となる当初予算をはじめ、多くの重要案件に

ついて、ご審議をお願いするものでありますが、議案の説明に先立ちまして、今後の行政

課題等市政に関する私の所信の一端を申し述べ、議員並びに市民の皆様方のご理解と一層

のご協力を賜りたいと存じます。 

 昨年４月の市長選挙におきまして、市民の皆様の負託を受けまして、市政運営を担わせ

て頂くことになり、１１ヶ月間、持てる力を尽くしてまいりました。この間、真に身の引
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き締まる思いであり、その使命と責任の重さを痛感すると同時に、わが豊前市のまちづく

りに対して、情熱を燃やしながら、市の魅力や改善点を把握し、議会や市民の皆様の意見

を耳に傾け、課題解決に向けて全力で取り組んでいるところであります。 

さて、国においては、本年４月１日から消費税率が５％から８％へ引き上げられること

に鑑み、好循環実現のための経済対策が昨年１２月５日に閣議決定され、経済対策に沿っ

た平成２５年度補正予算が本年１月２４日に通常国会に提出され、２月６日に可決、成立

したところであります。 

 国の方針は、消費税率引き上げに伴う反動減に適切に対応できるように、政府を挙げて

迅速に対策の具体化を図るとされており、平成２５年度補正予算と平成２６年度予算が連

動し、持続的な経済成長につなげ、景気の下振れリスクに対応するとしております。 

 また、予算の基本的な考え方として、人口減や少子高齢化など、経済社会の構造変化に

対応しつつ、重点化、効率化を進め、歳出を抑制するとされております。本市におきまし

ても、国の経済対策を活用し、事業の前倒しを含めて地域経済の活性化を図り、新しい国

の政策に対して迅速に対応してまいります。 

 特に、暮らしの安全につきましては、国の国土強靭化基本法に基づき、防災・減災に資

する施策に対応する、安心・安全な環境整備を実施するとともに、市民の皆様の生命・財

産を守るために努力してまいる所存であります。 

 しかし、今後も社会保障関係費の自然増や公債費が高い水準で推移すること等により、

国・地方を通じた厳しい財政状況は、劇的な変化は望めないと思われますが、第５次豊前

市総合計画を中心に、中長期的な視点を取り入れて、施策を展開するとともに、地域の皆

様の声を十分に整理し、迅速に対応してまいります。さらに、これまでの経験を十分に活

かしながら、市民の皆様のご理解とご協力を得たうえで全庁的に問題や課題に対して共通

認識を持ち、市政運営に取組んでまいります。 

 私は、こうした基本認識に立ち、平成２６年度の市政推進に３つの重要課題を掲げ、積

極的な取り組みを進めてまいります。 

 最初に、就任当初から掲げている高齢者の社会参加促進、すなわち生涯現役社会の実現

についてであります。 

 地域では、元気で意欲的な高齢者で満ちており、市といたしましては、元気な高齢者に

積極的に社会参加して頂き、行政が下支えをする生涯現役のまちづくりの構築に向けて、

強力に取り組んでまいります。元気な高齢者が、その豊かな経験や知識を活かして、健康

でボランティア活動ができ、好きな趣味に生きがいを求めるなど、地域になくてはならな

い存在として、ますます元気になるような社会をつくる仕組みづくりを推進します。 

 具体的には、昨年度に引き続き、本年度も公民館等で健康づくりのための教室を開催し

ます。本年４月には、築上北高跡地の医療・健康ゾーンにおきまして、豊前築上医師会に
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よって複合施設として、成人病検診センターや休日急患センターが完成予定であり、特に

向原池周辺は、健康づくりや憩いの場としての環境整備を進めてまいります。 

 さらに発展させて、高齢などのため買い物が困難な方々に手を差し伸べる共助の仕組み

の整備に向け、検討してまいります。そのなかで、市内全域に自助・共助・公助の意識が

浸透していくことを期待しています。 

 ２点目は、地域経済の活性化についてであります。 

平成２７年中の東九州自動車道の開通を見据え、地域の利便性の向上により、災害の少な

い当市への企業誘致と、受け皿となる工業団地の造成に着手いたします。また、大きな農

政の転換となる減反政策の変更に対して、どのようにして農家と農地を守るべきなのか、

知恵を絞って取り組んでまいります。 

 また、海の幸の宝庫である豊前海の牡蠣、本ガニ、ヨシエビ等を地域資源として活用し、

豊前海の魚介類等の地産地消を推進するため、見せる加工施設、新鮮な魚介類の直売施設、

海の見える食堂施設の建設を行います。 

一方、景観形成の重点地域となっている求菩提山の魅力を活かすべく、森林セラピー事

業、農家民泊、グリーンツーリズムについても、地域と力を合わせて推進してまいります。 

 ３点目は、子育て世代への支援であります。 

平成２５年度から保育園第３子以降保育料無料化事業に続き、平成２６年度は幼稚園に拡

充し、国の基準を上限に、第３子以降の就園支援事業を実施いたします。 

また制度の周知徹底に努め、子育て世代への支援、定住促進の充実、人口増に取り組ん

でまいります。さらに、このような取り組みを通して、本市の魅力を向上させ、情報発信

を図りたいと考えています。 

 次に、こうした重要課題に対する施策に加え、本年度の主要な取組みについて、申し上

げます。 

 最初に、健康・福祉の充実についてであります。 

高齢者福祉・介護予防につきましては、元気で長生きできる健康長寿社会の実現、具体

的には、豊富な経験や知識を持つ高齢者の方々に、地域の中で、その能力を発揮して頂き、

生涯現役でいきいきと暮らし続けていくための健康維持や健康増進ができるまちづくりを

進めていくことが重要であります。 

 このまちづくりを進めていくため、脳力いきいき教室や市民の方々に好評であるエアロ

バイクを利用した生き活きエアロ塾等の介護予防事業に、引き続き取り組んでいくととも

に、民間事業者と市民との協働により、これらの事業が市全体、市民の皆様全体に広がる

ような仕組みづくりを構築してまいります。 

 障害者福祉については、障害があっても生きがいを持ちながら安心して暮らすことがで

きるよう、障害者福祉計画等に基づき、地域の関係機関との連携のもと、相談支援や就労
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支援等の充実に努めてまいります。 

 子育て支援につきましては、安心して子供を産み育てるこができるよう、乳幼児・こど

も医療の助成や、第３子以降保育料無料化事業を引き続き実施し、子育て世帯の負担の軽

減を図るとともに、幼稚園にも、国の基準を上限に就園補助を拡充して、保護者の方々へ

の支援を行います。また、放課後児童対策につきましては、本年度から開所・閉所時間そ

れぞれの延長を実施し、保護者の需要に対応したサービスを行います。 

 医療・福祉につきましては、特定健診及びがん検診等の受診率の向上を促進するため、

本年度は新規事業として、健康マイレージ事業を実施し、市民の皆様に自主的かつ積極的

に楽しみながら健康づくりに取り組んで頂き、主体的な健康意識の向上の動機づけになれ

ばと考えています。また、豊前築上歯科医師会と連携し、口腔ケアについても研究をして

まいります。 

 次に、産業の振興についてであります。 

 まず、農林水産業につきましては、本年度、水産振興施設の整備を予定しています。 

内容については、見せる水産加工施設、直売所、豊前海と宇島漁港など、海と船を眺めな

がら楽しく食事ができる食堂です。東九州自動車道の開通にあわせて、臨海部でのにぎわ

いの創出と考えています。また、黒土北部地区のほ場整備事業を推進するとともに、補助

事業を活用しながら、組織による機械化に取り組んでまいります。 

さらに、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業を引き続き実施し、イノシシやシカの被害の

軽減に取り組みます。 

 商工・観光振興につきましては、都市圏に向けた新しい地域の特産品の開発や販路拡大

を計画しています。特に、昨年、新宿の江戸時代の野菜である、内藤とうがらしと豊前の

柚子を合わせた柚子胡椒を新宿で紹介し、新たな購入層の開拓を行いました。このように、

豊前の持つ美味しさを首都圏へ売り込んでまいります。 

 さらに、市内に観光案内板を整備することにより、東九州自動車道の利用客の増を見込

むとともに、市内施設の観光客、利用者の増につなげたいと考えています。 

 また、本年は、ＮＨＫ大河ドラマ軍師官兵衛の放送が始まっており、わが故郷豊前市を

どのように全国にアピールするのか、相乗効果により観光地として、どのように宣伝する

のか、この１年にかかっています。本年度は、県内外で開催される官兵衛ＰＲイベントに

参加するとともに、築上町とともに連携し、ＰＲ活動を強力に行います。 

 また、森林セラピーにつきましては、本年度も継続して案内板を整備し、農山村の魅力

と癒しの力を活かしたグリーンツーリズム等、新たな観光資源、産業資源を創出し、集客

力アップに努め、魅力ある観光地づくりを進めてまいります。 

 次に、教育・文化の充実についてであります。 

教育の充実につきましては、大村小学校、合岩小学校、合岩中学校の小規模特認校の特
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色ある教育を、さらに推進するなかで、本年度、合岩小・中学校で英語教育において、小

中連携の強化を図ってまいります。合岩小学校に英語専科教師を配置し、合岩中学校と連

携した９ヶ年のカリキュラムを組み、小学校から英語教育の充実を図ります。そうするこ

とで、国で検討されている小学校の英語科導入の先行事例になればと考えております。 

 一方、大村小学校においては、特色ある教育活動の一環として、そろばんに取組み、集

中力を向上させること、算数力のアップにつなげたいと考えております。 

 同時に、福岡県の指定を受けた寺小屋事業で、アンビシャス広場を活用し、基礎学力の

向上を目指します。また、プロの演奏家等を招いて、子ども達に本物の芸術体験を提供し、

感性を磨く、学び支援授業も各学校において継続して実施いたします。将来、わが豊前市

から、様々な分野で世界に羽ばたく子どもが育つことを期待します。 

 さらに小学生を対象に、読書リーダー養成講座を実施します。昨年の読書リーダーや小

中学校図書館司書とともに、図書室での活動を充実させたり、学校と市立図書館との連携

を図ったりすることで、図書館離れに歯止めをかけ、読書好きの子どもを育てたいと考え

ています。 

 次に、環境整備といたしまして、小・中学校の屋内運動場の天井崩落防止のため、天井

の撤去や照明のＬＥＤ化のための設計を計画し、安全対策を講じます。 

 社会教育につきましては、施設の更新時期を迎えることに対応するため、総合管理計画

を策定し、統合・廃止を含めた計画的な管理を行います。 

 文化面につきましては、求菩提山の史跡整備において、新たに用地の公有化を促進し、

貴重な文化財の保護・保存・活用に努めます。また今年度、求菩提資料館４０周年を迎え

るにあたり、日本三大修験山と求菩提山（仮称）と題して、特別企画展を行うとともに、

資料館所蔵の資料を活用し、求菩提山と黒田官兵衛との関わりについても、市内外に情報

を発信してまいります。 

 次に、安全・安心なまちづくりについてであります。 

東日本大震災に教訓を生かし、市といたしましても、改めて県、消防等関係機関と連携

の強化を図り、防災意識の高揚に努め、防災・減災対策の強化に努めてまいります。 

そのため、台風や集中豪雨による災害をはじめ、地震や津波の発生を想定した防災訓練を

計画的に実施し、地域の方々にも積極的に訓練参加を呼びかけ、市民一人ひとりの防災に

対する意識づけを行います。 

 また、各地域におもむいて、地区単位での地元説明会を開催し、自主防災組織の設立推

進と活動強化を図ってまいります。 

 さらに、本年度は、地域や職場の防災リーダーとして、また公助の連携充実として期待

されている防災士の養成に対する助成を消防団員から市民の方に拡大し、地域防災力の強

化を図ります。特に、本年度は角田、三毛門、合河の３公民館におきまして、県の防災拠
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点等再生可能エネルギー導入推進事業を活用して、太陽光発電施設の導入を進め、指定避

難所の整備を行うこととしています。 

 また、交通安全施設の整備については、歩行者の安全確保のため、環境整備は勿論、交

通安全意識の啓発に力を注ぎ、児童、生徒の安全確保や交通事故の減少に努めます。さら

に、市バス事業については、小型車両に電動補助ステップを装備いたします。高齢者に配

慮するとともに、利用者の増加につなげたいと考えています。 

 次に、都市基盤の整備についてであります。 

 築上北高跡地につきましては、整備の最終年でもあり、健康増進の場、賑わいの場とし

て、市民の方はもとより、利用者の方々に喜ばれるよう、向原池北側の遊歩道等の整備を

行います。また、上町・沓川池線街路事業につきましては、旧図書館から八屋・荒堀線の

区間の用地買収等を継続して進めてまいります。 

 住宅政策につきましては、薬師寺第２期分譲地の販売も残りあと僅かとなっており、県

営三楽住宅跡地の造成事業についても、精力的に取り組んでいるところであります。 

 また、東九州自動車道の開通を来年に控え、インターチェンジと１０号線を結ぶバイパ

ス道路の整備工事は、各所で進んでおり、総仕上げの年となります。市内各地域間を結ぶ

道路網の整備につきましては、各地域の要望を把握しながら、社会資本総合整備交付金事

業により、整備に取り組んでまいります。 

 環境への取り組みにつきましては、再生可能エネルギーを有効に活用し、市民の皆様の

地球温暖化防止策の推進のため、引き続き、太陽光発電システムを導入する住宅に対して、

その設置費の一部を助成してまいります。 

 最後に、行財政運営についてであります。 

 行財政運営につきましては、経費節減に努めることはもとより、財政収支の均衡を図り、

市民福祉の向上と将来世代への責任を同時に果たすことを基本に、自立、持続可能な行財

政基盤の確立に向け、引き続き取り組んでまいります。さらに、第５次総合計画を着実に

推進するとともに、東九州自動車道開通を見据えた事業の推進体制、市民目線で分かりや

すい、利用しやすい窓口、生涯現役社会の実現などに対応するため、本年４月より機構改

革を予定しております。 

 以上、申し上げてまいりましたとおり、平成２６年度は、豊前市の潜在能力を発揮する

ための重要かつ大切な年と考えています。市勢の限りない発展のため、私と職員が危機意

識を共有し、一丸となって全庁的に取り組んでまいりますので、議員の皆様並びに市民の

皆様におかれましては、なお一層のご指導と温かいご支援、ご協力をよろしくお願い申し

上げます。 

 続きまして、本議会に提案いたしました議案につきまして、議案の順序により、提案理

由の説明を申し上げます。 
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 本議会に提案いたしました議案は、条例７件、指定管理者の指定案件１件、その他の案

件１件、予算案件１４件の計２３件であります。 

 議案第１号は、豊前市バス事業の設置等に関する条例の一部改正についてであります。

市バスの土曜日、日曜日及び祝日の使用に係る使用料について、１回の乗車につき全区間

一律１００円とすることに伴い、関係規定を整備する案件であります。 

 議案第２号は、豊前市税条例の一部改正についてであります。 

地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、関係規定を整備する案件であり

ます。 

 議案第３号は、豊前市国民健康保険税条例の一部改正についてであります。 

地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、関係規定を整備する案件であり

ます。 

 議案第４号は、豊前市企業立地促進条例の一部改正についてであります。 

企業立地を促進し、地域産業の振興と雇用機会の拡大を図るため、関係規定を整備する案

件であります。 

 議案第５号は、豊前市道路構造の基準に関する条例の一部改正についてであります。 

豊前市道路構造における歩道の幅員に関して、地域性に鑑み、新たな基準を定めるため、

関係規定を整備する案件であります。 

 議案第６号は、豊前市社会教育委員の設置条例の一部改正についてであります。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律、（第３次一括法）の公布により、社会教育法の一部が改正されることに伴い、関係規

定を整備する案件であります。 

 議案第７号は、豊前市市費負担教職員の採用等に関する条例の制定についてであります。 

豊前市内の小学校及び中学校の教育力の向上を目指すことを目的に、豊前市職員として任

用する教諭及び助教諭の採用、給与及び勤務条件に関し、関係規定を整備する案件であり

ます。 

 議案第８号は、指定管理者の指定についてであります。 

豊前市まちなか交流センターについて、指定管理者を指定するに当たり、地方自治法第２

４４条の２第６項の規定により、市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第９号は、辺地総合整備計画の変更についてであります。 

地域格差の是正及び地域住民の福祉向上を図るため、辺地総合整備計画を変更したいので、

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条の規定

により、市議会の議決を求める案件であります。 

 続きまして、平成２５年度各会計の補正予算につきまして、ご説明申し上げます。 

 議案第１０号は、平成２５年度豊前市一般会計補正予算第３号であります。 
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今回の補正につきましては、国の平成２５年度補正予算に対応するもの、及び本年度決算

見込みによる補正等について、所要の措置をいたしたところであります。このことによる

補正額は、９４１６万３０００円の減額補正で、補正後の予算総額は、１１５億８２３３

万３０００円であります。 

 歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

 １款議会費は、３９５万１０００円の減額補正であります。その主なものは、議会中継

システム導入業務委託料１８５万５０００円、嘱託賃金１１９万７０００円を減額するも

のであります。 

 ２款総務費は、３２７９万円の減額補正であります。その主なものは、ふるさと納税謝

礼１００万円、基金積立金９８０万４０００円を補正し、光ブロードバンド基盤整備事業、

２１４５万２０００円、選挙費９７９万円を減額するものであります。 

 ３款民生費は、３６２６万７０００円の減額補正であります。その主なものは、生活保

護費国庫負担金返還金４３００万円、子育て支援システム改修委託料５２９万２０００円

を補正し、介護保険費１５０９万７０００円、生活保護扶助費６０００万円を減額するも

のであります。 

 ４款衛生費は、３１０５万２０００円の減額補正であります。その主なものはワクチン

接種促進事業７７０万円、斎場管理費６５８万４０００円を減額するものであります。 

 ５款労働費は、専修学校等技能習得資金貸付金１３８万円を減額補正するものでありま

す。 

 ６款農林水産業費は、３４７８万円の減額補正であります。その主なものは、ため池整

備事業３６０万円を補正し、広域基幹林道豊築松尾線開設事業、１３７８万９０００円、

漁港海岸事業負担金９７２万１０００円を減額するものであります。 

 ７款商工費は、観光開発基金積立金４２０万円を補正するものであります。 

 ８款土木費は、５１９８万６０００円の減額補正であります。その主なものは、橋梁新

設改良事業２１６６万５０００円、公園施設改修事業１９００万円を補正し、上町・沓川

池線街路事業９４３１万８０００円を減額するものであります。 

 ９款消防費は、地域防災計画見直し業務委託料３６０万円を減額補正するものでありま

す。 

 １０款教育費は、１億３１９７万９０００円の補正であります。その主なものは、千束

中学校改修事業１億４８７０万円、総合文化施設整備基金積立金２０００万円を補正し、

東九州自動車道関連発掘調査事業２７４６万円を減額するものであります。 

 １２款公債費は、３４５３万６０００円の減額補正であります。長期債繰上償還元金３

４０万５０００円を補正し、長期債償還利子及び一時借入金利子３７９４万１０００円を

減額するものであります。 
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 この補正予算の財源は、国の補助予算に伴う国庫補助金、市債のほか、一般財源として

地方交付税等を、それぞれ歳入見込みにより措置いたしたところであります。 

 次に、特別会計について、申し上げます。 

 議案第１１号は、平成２５年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算第２号であり

ます。補正額は４１４８万１０００円で、療養給付金国庫負担金返還金によるものであり

ます。 

 議案第１２号は、平成２５年度豊前市バス事業特別会計補正予算第１号であります。 

補正額は１１８万９０００円で、主に増便に伴うアルバイト賃金９６万７０００円による

ものであります。 

 議案第１３号は、平成２５年度豊前市工業用地造成事業特別会計補正予算第２号であり

ます。小石原工業団地造成事業に係る開発区域界見直し及び用地交渉の難航による道路工

事遅延に伴う工業用水道管敷設経費、計６００万円について、繰越明許費として翌年度に

繰り越すものであります。 

 議案第１４号から第２３号までは、平成２６年度一般会計、特別会計及び公営企業会計

予算であります。 

 まず、議案第１４号 平成２６年度豊前市一般会計予算であります。その概要について、

ご説明申し上げます。 

 平成２６年度の予算編成は、国の動向、経済対策等を踏まえ、市の重点施策を推進して

いく一方、財政の健全化と一層の歳出削減に努めました。歳入においては、一般財源をほ

ぼ前年度並に確保するとともに、歳出につきましては、東九州自動車道の開通を見据えた

事業、教育・福祉の充実など、重要課題に対応しながら、市民サービスの安定的な供給に

努めたところであります。 

 投資的経費につきましては、上町・沓川池線街路事業、市営住宅長寿命化整備事業、小

石原工業団地外周道路整備事業、県営住宅跡地宅地造成事業などの継続事業をはじめ、新

規事業として、水産振興施設整備事業、観光案内板整備事業、公民館太陽光発電施設設置

事業などを措置いたしたところであります。 

 このことによる一般会計予算の総額は、１１５億９１００万円で、対前年度８９７０万

円、０．８％の増となっております。この歳入予算は、歳出予算措置に伴う国県支出金及

び市債などの特定財源のほか、一般財源として、市税、地方交付税等を予算措置いたした

ところであります。 

 次に、特別会計について、ご説明申し上げます。 

 議案第１５号は、平成２６年度豊前市国民健康保険事業特別会計予算であります。 

予算額は３９億８４９５万３０００円で、対前年度６１７３万８０００円、１．５％の減

であります。これは、療養給付金の減であります。 
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 議案第１６号は、平成２６年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計予算であります。 

予算額は４億４９６５万８０００円で、対前年度１３７０万１０００円、３．１％の増で、

これは、後期高齢者医療広域連合納付金の増であります。 

 議案第１７号は、平成２６年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算であります。

予算額は７０万４０００円で、対前年度３４万４０００円、３２．８％の減で、これは公

債費の減であります。 

 議案第１８号は、平成２６年度豊前市営駐車場事業特別会計予算であります。 

予算額は８６０万円で、対前年度１５０万円、１４．９％の減で、これは施設整備事業の

減であります。 

 議案第１９号は、平成２６年度豊前市バス事業特別会計予算であります。 

予算額は３６２８万２０００円で、対前年度１１８万５０００円、３．４％の増で、これ

はバスの増便等による事業費の増であります。 

 議案第２０号は、平成２６年度豊前市工業用地造成事業特別会計予算であります。 

予算額は５億７３１５万１０００円で、対前年度５億６９５２万３０００円、１万５６９

８．０％の増で、これは造成事業の増によるものであります。 

 議案第２１号は、平成２６年度豊前市水道会計予算についてであります。 

当年度の業務予定量は、給水件数７３４９件、年間総給水量１８１万５０００立方メート

ル、１日平均給水量４９７３立方メートルの予定であります。 

 第３条予算の収益的収支及び支出の予定額は、収益６億６７３万５０００円で、その主

なものは、営業収益４億９２８１万１０００円であります。 

 支出の費用は、５億８８９１万９０００円で、その主なものは、営業費用５億５９３３

万７０００円を予定しており、収支の差は、１７８１万６０００円となっています。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入６７００万１０００円で、そ

の主なものは、企業債３３００万円を見込んでいます。 

 支出につきましては、１億４６９８万２０００円で、その主なものは、企業債償還金６

１２３万１０００円を予定しています。 

 収入額が支出額に対して不足する額７９９８万１０００円は、減債積立金及び損益勘定

留保資金で補てんするものであります。 

 議案第２２号は、平成２６年度豊前市下水道事業特別会計予算についてであります。 

当年度の業務予定量は、公共下水道事業について、水洗化戸数３２５０戸、年間汚水処理

水量７７万５０００立方メートル、１日平均処理水量２１２３万立方メートル、主要な建

設改良費は、管渠建設費１億５９３３万円、処理場建設費２億２６００万円の予定であり、

農業集落排水施設事業については、水洗化戸数１７５戸、年間汚水処理水量５万８０００

立方メートル、１日平均処理水量１５９立方メートルの予定であります。 
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 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益４億８５７９万５０００円で、その

主なものは、営業外収益３億３４８１万３０００円であります。支出の費用は、５億２５

８８万２０００円で、その主なものは、営業費用４億３９２９万４０００円を予定してお

ります。収支の差は、マイナス４００８万７０００円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入３億３２７５万７０００円で、

その主なものは、補助金１億６６３０万円を見込んでいます。 

 支出につきましては、５億７５８０万７０００円で、その主なものは、建設改良費３億

８５３３万１０００円を予定しています。 

 収入額が支出額に対して不足する額２億４３０５万円は、消費税及び地方消費税資本的

収支調整額、損益勘定留保資金で補てんするものであります。 

 議案第２３号は、平成２６年度豊前市東部地区工業用水道事業会計予算についてであり

ます。 

 当年度の業務予定量は、給水事業所数１社、年間総給水量２３万１００立方メートル、

１日最大給水量１８００立方メートルの予定であります。 

第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益２３９３万８０００円で、その主な

ものは、営業外収益１２７５万４０００円であります。 

 支出の費用は、２１９６万３０００円で、その主なものは、営業費用１９４４万７００

０円を予定しており、収支の差は１９７万５０００円となっています。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入、支出同額で、４４０万３０

００円を予定しています。 

 以上、提出議案の概要について、ご説明申し上げましたが、いずれの議案も市政運営上、

緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議のうえ、すみやかにご

議決くださいますよう、お願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 これをもって議案の上程、並びに提案理由の説明を終わります。 

 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

 一般質問は、今月１０日から１２日までの３日間を予定しております。 

なお、議案に対する質疑は、一般質問３日目に行います。一般質問並びに議案に対する質

疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書を提出願います。 

発言の順序は、通告書提出の順序といたします。 

 それでは、本日は、これをもって散会といたします。 

 皆さん、お疲れでした。 

散会１４時２分 


